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．地理教育における諸課題学習の必要性
地理教育の社会的有用性が叫ばれて久しい。環境・開発，災害・防災，
民族・宗教，資源・エネルギー，人口・食料などの現代的諸課題が地球的
規模で深刻化する中，それらを学習対象とする地理教育の諸課題への対応
策と社会貢献策が教育界全体から求められている。いわば，児童・生徒が
地理学習の成果として身につけた諸能力をそれらの諸課題解決へ向けてど
のように活かしていくのかが今まさに問われているといえる。それととも
に，高度化・複雑化する現代社会の現状を踏まえ，より良い未来社会の形
成へ向けて主体的に行動し得る市民の育成が社会科教育の一端を担う地理
教育に求められているといえるのである
１）
。
そもそも，地理教育のねらいは，第一に「地域を構造的にとらえ，そこ
に潜む問題を発見し，その背景・要因を追究することで，望ましい解決策
を考えること」，第二に「市民として地球的視野を持ちながら，地域の将
来像に対する積極的な提案を行うことで，地域づくりに自ら参画していく
ための能力を育成すること
２）
」にある。すなわち，市民として生きるために
必要不可欠な問題解決能力，政策提言能力，社会参加能力を育成すること
が地理教育最大の目標といえるのである。このことから地理教育において
諸課題学習がなぜ必要なのかを理解することができるだろう。
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．新学習指導要領地理にみる諸課題学習
筆者は，地理が他の社会系科目と比較して諸課題学習を行うに相応しい
と考えている。なぜなら，地理は実在の地域を学習の対象としており，地
域の特性や実態を踏まえた諸課題への具体的な解決策の提示が可能と考え
るからである。そして，高校地理教育の授業実践においては，高校生の発
達段階や教科・科目としてのねらいを踏まえつつ，現代的諸課題を学習テ
ーマとして設定し，問題発見から問題解決・政策提言・社会参加に至る一
連の探究プロセスやそれに相応しい学習メソッドを採り入れるべきである
ことをかねてから主張してきた
３）
。
一方，文部科学省のサイドにおいても，地理教育の社会的有用性を求め
る声の高まりから，現行学習指導要領（１９９９年版）より地理 A・Bともに
現代的諸課題が学習内容として設定されるようになった。そして，「知識
・技能の習得・活用」「思考力・判断力・表現力の育成」「学習過程として
の探究活動」「技能面での主軸となる言語活動」の４点が柱となる新学習
指導要領（２００９年版）においても諸課題学習重視の姿勢が貫かれている
４）
。
地理 Aにおいては，表１に示すように地球的諸課題と生活圏の諸課題
を軸に主題学習の観点から内容知が構成されており，従来の地理学の枠組
みに縛られないものとなっている。それとともに，方法知においても問題
解決を視野に入れた探究型の学習プロセスが重視されている。また，学習
目標として「諸課題の解決を通じた持続可能な社会の実現を目指すこと」
と明記されていることから，ESD（＝Education for Sustainable Develop-
ment：持続発展教育）の視点が盛り込まれているといえる
５）
。
一方，地理 Bにおいても，表２に示すように系統地理学習と地誌学習
とに二分され，地理学的色彩が強いものの，前者では「現代世界の諸課題
についての地球的視野からの理解」，後者では「世界各地域にみられる地
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球的課題についての理解」が学習目標として明記されていることから，現
代的諸課題重視の傾向を読み取ることができる。
．地理教育の現状と課題
しかしながら，高校現場における地理の授業実践の多くは，地理的諸事
【学習目標】
現代世界の諸課題を地域性や歴史的背景，日常生活との関連を踏まえて考察し，現代世界の地
理的認識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民
としての自覚と資質を養う。
学 習 内 容 学 習 の ね ら い
現代世界の特色と
諸課題の地理的考
察
世界諸地域の生活・文化及び地球的課題について，地域性や歴史的背景
を踏まえて考察し，現代世界の地理的認識を深めるとともに，地理的技
能及び地理的な見方や考え方を身に付けさせる。
ア．地球儀や地図
からとらえる現
代世界
地球儀と世界地図との比較，様々な世界地図の読図などを通して，地理
的技能を身に付けさせるとともに，方位や時差，日本の位置と領域，国
家間の結び付きなどについてとらえさせる。
イ．世界の生活・
文化の多様性
世界諸地域の生活・文化を地理的環境や民族性と関連付けてとらえ，そ
の多様性について理解させるとともに，異文化を理解し尊重することの
重要性について考察させる。
ウ．地球的課題の
地理的考察
環境，資源・エネルギー，人口，食料及び居住・都市問題を地球的及び
地域的視野からとらえ，地球的課題は地域を越えた課題であるとともに
地域によって現れ方が異なっていることを理解させ，それらの課題には
持続可能な社会の実現を目指した各国の取組みや国際協力が必要である
ことについて考察させる。
生活圏の諸課題の
地理的考察
生活圏の諸課題について，地域性や歴史的背景を踏まえて考察し，地理
的技能及び地理的な見方や考え方を身に付けさせる。
ア．日常生活と結
び付いた地図
身の回りにある様々な地図の収集や地形図の読図，目的や用途に適した
地図の作成などを通して，地理的技能を身に付けさせる。
イ．自然環境と防
災
我が国の自然環境の特色と自然災害のかかわりについて理解させるとと
もに，国内にみられる自然災害の事例を取り上げ，地域性を踏まえた対
応が大切であることなどについて考察させる。
ウ．生活圏の地理
的な諸課題と地
域調査
生活圏の地理的な諸課題を地域調査やその結果の地図化などによってと
らえ，その解決に向けた取組みなどについて探究する活動を通して，日
常生活と結び付いた地理的技能及び地理的見方や考え方を身に付けさせ
る。
表１ 新学習指導要領・地理Aの学習目標・学習内容とそのねらい
文部科学省編（２０１０）をもとに作成。
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【学習目標】
現代世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸地域を歴史的背景を踏まえて地誌的に考
察し，現代世界の地理的認識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体
的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。
学 習 内 容 学 習 の ね ら い
様々な地図と地理
的技能
地球儀や様々な地図の活用及び地域調査などの活動を通して，地図の有
用性に気付かせるとともに，地理的技能を身に付けさせる。
ア．地理情報と地
図
地球儀の活用，様々な時代や種類の世界地図の読図，地理情報の地図化
などの活動を通して，各時代の人々の世界観をとらえさせるとともに，
地図の有用性に気付かせ，現代世界の地理的事象をとらえる地理的技能
を身に付けさせる。
イ．地図の活用と
地域調査
直接的に調査できる地域を地図を活用して多面的・多角的に調査し，生
活圏の地域的特色をとらえる地理的技能を身に付けさせる。
現代世界の系統地
理的考察
世界の自然環境，資源，産業，人口，都市・村落，生活文化，民族・宗
教に関する諸事象の空間的な規則性，傾向性やそれらの要因などを系統
地理的に考察させるとともに，現代世界の諸課題について地球的視野か
ら理解させる。
ア．自然環境 世界の地形，気候，植生などに関する諸事象を取り上げ，それらの分布
や人間生活とのかかわりなどについて地球的視野から理解させる。
イ．資源，産業 世界の資源・エネルギーや農業，工業，流通，消費などに関する諸事象
を取り上げ，それらの分布や動向などについて考察させるとともに，現
代世界の資源・エネルギー，食料問題を大観させる。
ウ．人口，都市・
村落
世界の人口，都市・村落などに関する諸事象を取り上げ，それらの分布
や動向などについて考察させるとともに，現代世界の人口，居住・都市
問題を大観させる。
エ．生活文化，民
族・宗教
世界のなどに関する諸事象を取り上げ，それらの分布や民族と国家の関
係などについて考察させるとともに，現代世界の民族，領土問題を大観
させる。
現代世界の地誌的
考察
現代世界の諸地域を多面的・多角的に考察し，各地域の多様な特色や課
題を理解させるとともに，現代世界を地誌的に考察する方法を身に付け
させる。
ア．現代世界の地
域区分
現代世界を幾つかの地域に区分する方法や地域の概念，地域区分の意義
を理解させるとともに，その有用性に気付かせる。
イ．現代世界の諸
地域
現代世界の諸地域を取り上げ，歴史的背景を踏まえて多面的・多角的に
地域の変容や構造を考察し，それらの地域にみられる地域的特色や地球
的課題について理解させるとともに，地誌的に考察する方法を身に付け
させる。
ウ．現代世界と日
本
現代世界における日本の国土の特色について多面的・多角的に考察し，
我が国が抱える地理的な諸課題を探究する活動を通して，その解決の方
向性や将来の国土の在り方などについて展望させる。
表２ 新学習指導要領・地理Bの学習目標・学習内容とそのねらい
文部科学省編（２０１０）をもとに作成。
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象の記述・説明，あるいは分析・考察のレベルに終始しており，その先の
レベルにまであまり踏み込めていないのが現状といえる。そして，そのこ
とが知識暗記の学習をもたらす一因となっていることは否めない。
こうした背景として，大学入試問題の形式がいまだに記憶力を問うもの
に傾斜している関係上，高校現場ではそれに即した形で授業を展開せざる
を得ないことがあげられる。教育の本質と入試の実態とのズレを解消する
べく，高校教育の理念，大学教育の理念を高校，大学それぞれの教員が共
有し，連携していくことの必要性を改めて痛感する
６）
。
このことに関連して，地理履修者の減少，それに伴う高校教育課程や大学
入試科目からの撤退は地理教育の衰退に拍車をかけているといえる。また，
最近では，神奈川県教育委員会，横浜市教育委員会に続き，東京都教育委員
会が「国際社会に生きる日本人としてのアイデンティティー」育成のために
高校日本史必修化を打ち出した。その結果，これらの都県では高校生が授業
時間数の制約から地理を選択できる機会が奪われてしまっているのである
７）
。
グローバル化の進む今日，過去を踏まえ，現在を直視し，未来を展望す
る能力が不可欠といえる。それら諸能力を身につけるためには時間軸と空
間軸の両面から世界を認識する力が必要であり，高校地理歴史科の存在意
義はまさにここにあるといえる
８）
。だが，世界史が必修科目として位置づけ
られている上に，新たに日本史を必修科目とすることで，地理を履修する
ことが授業時間の制約上極めて困難となる。そうなれば，世界認識形成の
面からみてバランスを欠いた人材を生み出しかねない
９）
。
地理教育がこのような危機的な事態に至った理由として，地理教育が単
なる地名認知の手段とみなされ，社会との接点が見いだされていないとい
う世間からの批判があったためではないかと筆者は推測している。地理教
育の社会貢献が目に見える形でなされない限り，その未来はもはやないと
いっても過言ではなかろう。
以上論じた点を踏まえ，本研究においては高校地理教育における諸課題
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学習のあり方についての手がかりを得るために，イギリスの中等教育用地
理テキスト Earthworks Plusの内容分析を行うことで，この国の諸課題学
習の特徴について明らかにする。そして，そのことを踏まえて，諸課題学
習のあり方の一事例として地理 Aでの実践を想定した授業プランを提示
することとしたい。
．Earthworks Plusの特徴
１．単元構成について
Earthworks Plus（以下，本書）は，ロンドンの John Murray出版社に
よって２００２年に発行されたナショナル・カリキュラム（２０００年版）準拠の
KS3（＝Key Stage3
１０）
）向けの地理テキストである。本書は，表３に示すよ
うに「交通問題」「南北格差」「環境破壊」「気候変動」の４つの現代的諸
課題とイギリス，中国の２つの地誌の合計６つの学習単元によって構成さ
れている。
特徴的なのが地誌学習である。日本のそれにみられるような地理的諸事
象を単に羅列したものでは決してない。例えば，イギリス地誌の場合，連
合王国，移民受入国，EUの一員としての性格を踏まえた上で，この国の
持つ歴史的背景を基盤とした文化的多様性とそれに関わって生じている諸
課題をテーマに学習内容が構成されている。中国地誌の場合も同様，この
国の持つ自然・経済・文化を軸とした空間的多様性や中華世界の歴史的発
展過程を踏まえつつ，政治的自由，経済発展を切り口に，この国の抱えて
いる課題について取り扱われている。地誌学習についてはいわゆる動態地
誌的アプローチ
１１）
を援用した課題指向性の強いものとなっているのである
１２）
。
本書の最後には総括的な内容について盛り込まれた項目が設定されてい
る。ここでは，世界の現状を踏まえた上で，より良い世界を創造するため
に地球市民
１３）
としての意識の下で何ができるのかを探究するための課題が設
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単元名 各単元の単元内容
第１単元：連合王国―どの
ように形成されたのか？―
ポストカードを送ってみよう！（G）
変化する国境線（F）
連合王国の政治的地域区分（F）
我ら皆ブリティッシュ（F）
連合王国は難民の受け入れを歓迎しているのか？（B）
連合王国はひとつの国か否か（B）
あなたはヨーロッパ市民でありたいか？（D）
第２単元：交通問題―自動
車は問題解決への切り札か
それとも問題を起こす火種
か？―
あなたはどのような手段で学校へ通っているのか？（G）
連合王国における移動（F）
都心の交通渋滞（F）
郊外におけるバイパス建設（F）
なぜオランダは交通管理においてイギリスの先を行っているのか？（B）
バーミンガムは郊外に新たな道路の建設を必要とするのか？（B）
インターネットショッピングは車社会の衰退をもたらしたのか？（D）
第３単元：サッカーとファ
ッション―グローバル経済
の真の勝者は誰か？―
私たちの生活は世界とどのようにつながっているのか？（G）
成長産業としてのサッカ （ーF）
大都市は常に最強のチームを抱えているのか？（F）
ファッションブランドの新しい世界（F）
サッカースタジアムをどこに移すのか？（B）
私たちはロゴマーク入り製品を買うべきなのか？（B）
真の意味でのオリンピックチャンピオンとはどこの国なのか？（D）
第４単元：脅かされる環境
―私たちの子どもの世代に
何が遺せるのか？―
田園の風景画は何を示すのか？（G）
消え行く田園風景（F）
田園地帯の環境を保全する（F）
地球を救え！（F）
田園地帯の未来はいかに（B）
ペンギンにも投票権を与えるべきか？（B）
南極はグローバルな統治が必要か？（D）
第５単元：気候変動―天災
はもはや自然現象ではな
い―
自然災害は沈み行くタイタニックのようだ（G）
不気味な天候（F）
連合王国における気候変動（F）
地球温暖化について我々は何を信ずるべきなのか？（F）
我々は湿った天候に慣れざるを得ないのか？（B）
なぜアフリカは援助を必要とするのか？（B）
地球温暖化―第二のタイタニックになるのか？―（D）
	近年の災害は自然発生といえるのか？（D）
第６単元：中国―無視する
ことのできない１億３千万
の人々―
中国入門（G）
地域的差異の大きな中国（F）
１億３千万の人口とその動向（F）
変化する中国（F）
中国人は政治的にどの程度自由なのか？（B）
中国の経済成長は持続可能か？（B）
中国はオリンピック競技に参加すべきなのか？（D）
総括：我々は地球を住みや
すい場所にすることができ
るのか？
世界の現状
より良い世界を創造するために
地球市民として生きる
索引
表３ Earthworks Plus の単元構成
（G）は Groundwork，（F）は Framework，（B）は Building Blocks，（D）は Digging Deeperをそれぞれ示す。
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定されている。このことは地理が市民的資質育成教科として重要視されて
いることを示すものといえる。
２．学習プロセスとスキル
各単元とも地誌を含め諸課題に対する問題解決を指向した探究型の学習
プロセスがベースとなっている。すなわち，国内外の実在の地域で抱えて
いる課題とそれへの対応方法，さらには地域づくりを基盤に内容が構成さ
れており，社会的有用性の極めて高い実用的なアプローチがとられている
のである。
また，学習者が達成感を得ることができるよう段階的に程度の高まって
いく調査学習や作業学習が組み込まれているとともに，学習者の内容理解
の深化や興味・関心を促すために，様々な形態の学習活動（アクティビテ
ィー）が設定されていることが特徴としてあげられる。
さらに，注目すべき点として，言語スキルや数理的スキル，ICT（＝Infor-
mation and Communication Technology：情報コミュニケーション技術）
の育成をあげることができる。このことは KS3段階において必要とされ
る地理教育に限定されない幅広い諸能力を促進することを意図していると
いえる。言うなれば，教科横断型の総合的な性格の強い地理教育が中等教
育の中核教科として位置づけられていることを示すものといえる。
３．学習に当たっての基本的な枠組み
各学習単元の配列は，Groundwork，Framework，Building Blocks，
Digging Deeperの４つの基本的枠組みによってなされている。これら
４つの枠組みは単元の到達目標へ向けた学習プロセスと基本的に合致する。
各枠組みについて具体的にみていくと，は単元の導入部分にあたり，
学習者の日常生活での経験を切り口に，それを単元で扱う内容と結びつけ
ていくための学習活動が組織されている。は学習の骨格ともいえる部分
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にあたり，単元理解に必要とされるキーとなる地理的概念を発見させるた
めの学習活動が組織されている。はで提示された地理的概念に基づき，
思考力・判断力・表現力の育成をねらいとしている。そこでは実際の地域
をモデルケースに２，３の調査学習が組織されている。は単元へのより
深い理解を促すために，より程度の高い学習活動が組織されている。
．第３単元「サッカーとファッション」の学習内容と
そのねらい
内容分析の事例として，南北問題が主要テーマとなっているテキストの
第３単元「サッカーとファッション」を取り上げる。この単元は，イギリ
スの子どもたちにとって身近なスポーツの一つであるサッカーを切り口に，
産業構造や都市計画，南北経済格差といった国内外の諸課題へと学習内容
を発展させていることに特徴がある。以下，各節に示された学習内容とそ
のねらいについて考察していきたい。
１．単元冒頭
単元冒頭では，イエメンの少年たちがサッカーをしている光景をとらえ
た写真が示され，それを与えられた質問に沿って読み解いていくためのア
クティビティーが設定されている（表４）。
サッカーとファッションはともにグローバル産業である。サッカーは世界中どこでも競技が
行われており，プレイヤーはどこかのひいきのチームを持ち，同一チームに所属する選手たち
は同じ会社がデザインしたユニフォームを着用してプレーを楽しんでいる。写真（省略）はイ
エメンの少年たちがサッカーをしているシーンである。
もし同じような写真をイギリスで撮影するとしたら，イエメンとどのような違いを見出すこ
とができるのか。
両国の相違についてどのような説明ができるのか。
あなただったらこの写真の少年たちにどのような質問をするのか。
	なぜ外国のサッカーチームとそのユニフォームはイエメンのような国において人気があるの
か。あなたの考えを述べよ。
表４ イエメンのサッカー少年の写真を読み解くアクティビティー
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ここでのねらいは，イエメンのサッカーに興じている少年たちとイギリ
スの少年たちとの相違について比較することで，イギリス人が持つこの国
に対する偏見について気づくとともに，世界の有名サッカーチームのユニ
フォームをイエメンの子どもたちが着用していることからモノを通じた世
界との相互依存関係について考えていくことにある。いわば，学習者自身
と世界とを結びつけていくための切り口として位置づけられているのであ
る。
２．私たちの生活は世界とどのようにつながっているのか？
この節では，表５に示すように，サッカー選手のユニフォームに用いら
れている有名ブランドのロゴマークを切り口に，ロゴの入った製品を流通
・販売している先進国と製品を実際に生産している発展途上国との関係に
世界の有名ブランド（アディダス，エレッセ，フィラ，レコスポーティフ，ナイキ，リーボ
ック，アンブロ）が本拠としている国とロゴ入り製品を生産している国の対応表（省略）を
参照しながら，本拠国と生産国それぞれの地理的特徴について調査せよ。
本拠国・生産国それらの地理的特徴についてクラスメイトと議論し，結論を見出せ。
本拠国・生産国それぞれを白地図上（省略）に色別に塗り分けるとともに，その分布のパタ
ーンについて説明せよ。
あるスタジアムで写されたサッカー競技の写真（省略）とそこに示された A～Gの質問を見
て，以下の問いに答えよ。
A．どこのスタジアムなのか？
B．どこのチームがプレーをしているのか？
C．選手はどこの国から来たのか？
D．スタジアムにはどれだけの観客がいるのか。また，彼らはどこから来たのか？
E．試合の模様はどこの国においてテレビ中継されているのか？
F．Tシャツに描かれたロゴマークはどこの会社のものなのか？また，その会社はどこの国
に本部があるのか？Tシャツはどこで製造されたものなのか？
G．サポーターたちはどこの国からやってきたのか？
あなたが解答可能なものはどれなのか選び，それぞれについて解答せよ。
さらなる調査を行った結果，解答可能な質問はどれなのか選ぶとともに，マンチェスタ
ーユナイテッドのホームページを検索し，それらの質問についての解答を試みよ。
解答不可能な質問はどれなのか選べ。
	インターネット上であなたのお気に入りのチームと世界との結びつきについて調査せよ。そ
の上で，あなたのお気に入りのチームについて，写真と同様の質問を設定し，解答せよ。
表５ 先進国と発展途上国との関係について見出すためのアクティビティー
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ついて見出すためのアクティビティーが設定されている。
この節のねらいは，生産・流通・消費を通じた学習者と世界とのつなが
りについて空間的に把握することで，経済のグローバル化について考えて
いくためのきっかけを学習者自身がつかむことにある。
３．成長産業としてのサッカー
この節では，サッカーが成長産業として位置づけられるようになった経
緯とそれによっていかなる変化がもたらされたのかを写真や統計資料の読
み取りを通して学習者が追究していくためのアクティビティーが設定され
ている。
具体的には，下記のイギリスのサッカー産業の発達史について書かれた
レポートを読んだ上で，表６に示す課題に学習者は取り組んでいく。
イギリスでは１９８０年代まではサッカーは人気のないスポーツであっ
た。スタジアムは観客もまばらで，コンクリートのテラスに立ったま
ま応援をしているサポーターも多かった。スタジアムの内外を問わず
それぞれのチームのサポーターどうしの暴力行為が頻繁に起き，クラ
ブチームは絶えず危険にさらされていた。
だが，１９８９年以降，すべての面で大幅な変化を遂げた。その年，９５
人のリバプールファンのサポーターが，シェフィールドのヒルスボロ
スタジアムで開催されていた FAカップの準決勝の試合中に興奮極ま
って将棋倒しになり亡くなってしまうという痛ましい事件があったた
めである。
この事件以来，政府は事故を未然に防ぐために主要なサッカーチー
ムに対し，スタジアム内には全て観客席を設けるよう促した。これを
機に，イギリスサッカー界は大きな変貌を遂げ，設備の近代化を推し
進めていった。それに伴い，チケットの値段を上げることで，年間数
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百万ポンドの収入を得ることができるようになったのである。
結果的に，サッカーはスポーツという枠を超え，数千万人の雇用を
生み出す産業へと成長していったのである。
この節のねらいは，英国サッカー界の近代化路線が必ずしも正の効果を
もたらすばかりでなく，負の効果をもたらすことを学習者が認識すること
にある。そこで，「近代化」によって良くも悪くも影響を受ける様々な立
場の人物になり切ってロールプレイを行うことで，近代化路線に対する多
面的なものの見方を身につけていくための工夫が施されている。また同時
に，ジェンダーの視点から女子サッカーリーグを切り口に，職業による性
的役割とその固定化について批判的に読みとるための工夫も施されている
サンダーランドスタジアムを写した新旧２枚の写真（省略）を見て次の問いに答えよ。
２枚の写真の相違点について述べよ。
このような変化がなぜ起こったのか述べよ。
１９８１年と２００１年における入場料と週当たりの平均収入の推移のグラフ（省略）を見て，以下
の問いに答えよ。
入場料金の変化の度合いは週当たりの平均収入の変化と比較してどの程度なのか述べよ。
サッカー観戦のためにスタジアムを訪れる人々の属性にも変化が表れているといわれてい
るが，その理由について述べよ。
過去２０年の間に起こったサッカー界の変化を次の人たちはどのような思いで見ているのか述
べよ。
A．サッカーチームのディレクター
B．生涯サポーターを自認していた年金生活者
C．サッカー観戦の大好きな３人の子どもを抱えた家族
こうした変化は吉と出たのかそれとも凶と出たのか，いずれかの考えを述べよ。また，どう
してあなたはそのように思ったのか理由を述べよ。
近代的なサッカースタジアムのイラスト（省略）を見て，以下の問いに答えよ。
イラストに示されているスタジアム内の主要箇所を参照にサッカー場でなされている全て
の仕事についてのリストを作成せよ。
スタジアムの外でなされているサッカー関連の仕事のリストを作成せよ。
	であなたが作成した仕事のリストの中から男性によって担われていると思われるもの，
反対に女性によって担われていると思われるものをあげよ。

アメリカの女性サッカー選手の写真（省略）を見て，地元のサッカーチームへ女子サッカー
をより一層促すための手紙を書け。その際，サッカーチーム，女性それぞれに与える恩恵に
ついて触れること。
表６ イギリスサッカー の成長と変化について追究するためのアクティビティー
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のである。
４．大都市は常に最強のチームを抱えているのか？
この節では，下記のレポートを読んだ上で，表７に示すアクティビティ
ーに学習者は取り組んでいく。
強いチームほど多くのサポーターがおり，彼らを収容できるスタジ
アムが必要とされ，それが建設されることになる。その結果，多くの
入場料収入が得られる。それによって選手の年俸も高額となる。また，
一つのチームにおいて多くのサポーターを有することができるのは都
市人口が多いことによる。
具体的には，サッカーチームのプレミアリーグ内でのランクと本拠地で
あるスタジアムの収容規模，スタジアムが立地する都市人口規模とが互い
に相関関係があることを仮説として設定し，それを統計処理や地図作業を
チームのランクづけを決定する最も重要な要素とは何か。
A，B２つの仮説を検証するために以下の問いに答えよ。
A．スタジアムの規模が大きければ大きいほど，リーグ内でのチームランクはより高くなる。
B．都市の人口規模が大きければ大きいほど，リーグ内でのチームランクはより高くなる。
二つのグラフを描け。一つはスタジアムの規模別順位とプレミアリーグ内でのランキン
グとの関係を示すもの，もう一つは人口規模別順位とリーグ内でのランキングとの関係
を示すものである。
あなたが描いたグラフは「相関関係」「反相関関係」「無関係」のどのパターンに当ては
まるのか示せ。もしグラフが「相関関係」にあるのなら，スタジアムの規模が大きいほ
ど，チームのランクは高くなるという仮説が証明されたことになる。グラフが仮説を証
明するのか。それともしないのか。グラフを考察し，説明せよ。
イギリス国内プレミアリーグ所属のサッカーチームの分布と１km２あたりの人口密度を示し
た地図（省略）をみて以下の問いに答えよ。
地図帳を参考にしながら地図上にそれぞれのチーム名を記入せよ。
各チームの分布と人口密度との関係について述べよ。
高い人口密度を有しながらプレミアリーグが分布しない地域を２つ示せ。また，人口密度
が低いのにもかかわらず，プレミアリーグが存在している地域とチーム名を２つ示せ。
表７ サッカーチームのランクとスタジアムの収容規模，都市人口規模との
相関関係について見出すためのアクティビティー
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通して様々な角度から検証していくのである。
この節のねらいは，「統計資料から異なる地理的事象間の関係性を見出
し，仮説を設定する能力」「設定した仮説を検証するために統計資料から
地図やグラフを作成する能力」「作成した地図やグラフから事象間の相関
関係を発見し，仮説の真偽を証明する能力」を学習者自身が身につけるこ
とにある。
５．ファッションブランドの新しい世界
ファッション製品は，かつては国内の工場で生産されていた。だが，グ
ローバル化の進展に伴い企業はより安いコストを求め，生産拠点の多くを
海外へ移すようになった。いわゆる，多国籍企業の登場である。企業の海
外進出は主に先進国から発展途上国への移動が主流であるが，それによっ
ていかなる変化が生じたのか。
この節では，下記のレポートを学習者が読み，表８に示すアクティビテ
ィーに取り組むことで，企業の海外進出とそれによってもたらされた社会
的な影響について理解を深めることをねらいとしている。
半世紀前まで，イギリスでも縫製工場が大都市周辺部に立地してい
た。かつて縫製工場は，劣悪な労働環境ゆえに「スウェットショップ」
と呼ばれていた。しかしながら，より良い賃金と労働環境を求める労
働者の長年にわたる運動によって「スウェットショップ」はイギリス
国内では徐々に姿を消していった。
今日，「スウェットショップ」とよく似た環境は発展途上国におい
て見られるようになった。発展途上国は労働者の賃金が安く，労働法
の制約も緩いため多国籍企業には格好の進出先となったのである。と
りわけ，中米や東南アジアの新興国において縫製工場の進出が急増し
ている。また，中国においては４４，０００もの縫製工場が立地し，４００万
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人近くの労働者が存在している。その大半は女性である。
途上国の低賃金労働力によって欧米の多国籍企業はさらなる利益を
上げることに成功し，世界的にも大きな地位を獲得するに至ったので
ある。
６．サッカースタジアムをどこに移すのか？
この節では，下記の A～Cのレポートを学習者が読んだ上で，表９～表
１１の３つのアクティビティーに取り組んでいく。
具体的には現在のスタジアムが老朽化している現状を踏まえた上で，そ
の移転の是非について現在地及び移転候補先の地理的条件や選手，地域住
民からの意見をもとに判断し，最終的な決定を下していく。いわば，サッ
カーを切り口に，ローカルな地域における施設の移転問題から都市計画，
図と写真（いずれも省略）を見て以下の問いに答えよ。
伝統的な縫製工場がどのように機能しているのかダイヤグラムを作成せよ。
ダイヤグラムには生の原料，エネルギー，労働力，向上，広告，市場という言葉が含まれ
る。写真に写っているニューカッスルの工場は身近なコミュニティー，あるいはイギリス
全体にどのような利益をもたらすのか。仮にもし工場が閉鎖されたらどのような問題が引
き起こされるのか。
図（省略）を見て以下の問いに答えよ。
近代的なファッション産業がどのように機能しているのかを示すためのダイヤグラムを作
成せよ。
なぜダイヤグラムを作成することが難しいのかその理由を述べよ。
主要各国における縫製工場の雇用率の変化（１９８０年～９３年）を示した表（省略）を見て以下
の問いに答えよ。
雇用の増えた国，減った国それぞれを世界地図上で記し，異なった色で着色せよ。
１９８０年以降のファッション産業の変化のパターンについて記述せよ。
伝統的な縫製産業と近代的なファッション産業とを以下の観点 A～Eから比較するとともに，
それぞれどちらの産業が該当するのか示せ。また，該当する理由についても述べよ。
A．より安い商品を製造できる。
B．企業のためにより多くの利益を得ることができる。
C．賃金が高い。
D．消費者のニーズに敏感である。
E．宣伝費をより多く使用する。
表８ 企業の海外進出とそれによってもたらされた社会的な影響について
追究するためのアクティビティー
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まちづくりへと学習を発展させていくための仕掛けづくりがなされている
といえる。
この節では，老朽化が進み，かつ，サッカーファンの増加で手狭となっ
たスタジアムの建て替え問題に揺れるチームとそれを取り巻く地域社会の
現状を認識した上で，学習者自身がそれに対する適切な対応策について考
えることで，価値判断能力や意思決定能力を身につけていくことをねらい
としているのである。
レポート A
アーセナルは１８８６年創立の長い伝統を持ったサッカーチームである。
１９３０年以来，ロンドン都心に近いイシュリントンにあるハイバリース
タジアムを本拠としている。過去１０年間，アーセナルはプレミアリー
グで最も成果を遂げたチームの一つであった。
彼らの野望はヨーロッパ制覇であり，その野望を達成するためには
より大きなスタジアムを必要とした。その場合の問題として，現在の
敷地は住宅地の中にあるため拡張することが困難なことがあげられる。
スタジアムの最大収容人数は３８，０００人でチケットはすぐに売切れてし
まうのが実情である。
建て替え問題が現実的になった今，アーセナルのスタッフは３つの
選択肢を提示し，それぞれの選択肢について議論を通じて吟味し，最
終的な決定をすることになった。選択肢の一つはハイバリーにとどま
ること，二つ目は，現在地に近いところにより大きなスタジアムを建
設すること，三つ目はロンドンの中心から遠い場所に新たなスタジア
ムを建設することである。
レポート B
イギリスのサッカーチームの多くは都市が急速に成長した１００年前
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に設立された。その結果，多くのスタジアムは都心部に近いインナー
エリアと呼ばれる人口集中地区に建設されるに至った。
都心部ゆえに自家用車でのアクセスが難しく，サポーターの７０％は
公共交通機関でスタジアムに応援にやってくる。この数字はプレミア
リーグの中でも特に高い。
１９９０年代になって，多くのサッカーチームは自家用車でのアクセス
の容易な郊外へとスタジアムを移転した。スタジアムは高速道路のイ
ンターチェンジに近い場所に立地する傾向にあった。
アーセナルはこうした動向を踏まえてロンドン都心から遠い郊外に
スタジアムを建設することを考え始めた。
レポート C
アーセナルは結果的に現在のスタジアムのあるハイバリーから１
km離れた場所に以下の条件の下でスタジアムを建設することになっ
た。
今のスタジアムより１３ヘクタール広い。
駐車場は最大６００台限定とし，観客は基本的に公共交通機関を利用
する。
年間３０試合を開催し，それ以外は様々なイベントを開催する。
省エネ・節水を推進するなど環境に最大限の配慮を施す。
高さを２０階建ての建物に相当する３５mとする。
現在のスタジアムの跡地には５５０戸の住宅を建設するとともに，地
域住民のためのコミュニティー施設を建設する。
建設に当たってはアーセナル自身が自治体から建設許可を得ること
である。建設許可が下りるための最も大きな要素は環境にどれだけイ
ンパクトをもたらすのかを考え，その対策をきちんと立てることがで
きるかどうかである。
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空中写真と地図（省略）からハイバリースタジアムの位置を確認した上で，以下の問いに答
えよ。
なぜスタジアムはこの場所に建設されたのか。
この場所は今日サッカースタジアムとして適切な位置にあるのか否か。いずれかの立場に
立った上でその理由を述べよ。
スタジアム移転先として可能な場所が４か所選定された。４箇所とも現在は空き地となって
いる。座標軸を参考に，地図の中にそれらの位置を書き入れよ。
これら４か所が最適の場所なのかどうか以下の A～Eの観点から議論せよ。
A．スペース（最低でも現在の２倍の規模が必要であることを前提とした）
B．面積
C．移転に伴い取り壊される建物の存在の有無
D．交通アクセス
E．近隣住民への影響
新しいスタジアムに相応しい場所を１箇所選定せよ。
表９ 新スタジアム候補地を選定するためのアクティビティー
あなたは，住民代表の意見と選手の意見を踏まえて，アーセナルサッカーチームのディレク
ターとして本拠地をどこに移すのか意思決定をしなければならない。意思決定に当たって次の
A～Cの３つの選択肢が用意されている。
A．今までどおりハイバリーに留まる。
B．先のアクティビティーであなたが立地を決定した場所により大きなスタジアムを建設す
る。
C．ロンドン中心部より遠い場所に新たなスタジアムを建設し，チームごと移転する。
あなたは意思決定をする前に以下に示す～	の要素を考慮に入れなければならない。
．地価について（一般的に，ロンドンからの距離に応じて地価は安くなる）

．建設費用について（建物を解体すればするだけコストはかかる）
．スタジアムを拡張するだけのスペース
．道路アクセス
．公共交通へのアクセス
．環境問題（とりわけ，騒音など住民の生活の妨げになるもの）
	．古くからの地域のサポート体制
７つの要素を比較・検討した上で A～Cの優先順位を決定し，上から順に表に示せ。
A～Cの３つの選択肢において各要素がどの程度の重要性を帯びているのか１～３のスコア
を表（省略）中の各欄の左側につけよ。
１＝重要性を認めない，２＝やや重要，３＝最重要。
各選択肢においてあなたがつけたスコアの数字と優先順位を掛け算し，その値を各欄の右側
に示せ。
それぞれの選択肢の総合得点をつけよ。結果的にあなたは３つのうちのどの選択肢を選んだ
のか。
表１０ スタジアム移転先を決定するためのアクティビティー
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７．私たちはロゴマーク入り製品を買うべきなのか？
この節では，下記のレポートを学習者が読んだ上で，表１２～表１５のアク
ティビティーに取り組んでいく。
具体的には，発展途上国で製造された製品がなぜ低価格なのかを検証し
た上で，その原因が労働者の低賃金にあることを突き止めていく。また，
労働者の置かれた現実が過酷であることを理解することで，彼らの手によ
って作られたサッカーチームのロゴ入り製品を購入することの是非につい
て考えていく。さらには，低賃金労働の問題についてファッション雑誌に
投稿するための文章を作成することで，この問題について多面的に理解し
ていくのである。
身近な有名ブランドのロゴマークが世界の貧困問題と密接に関わってい
ることを学習者自身が気づいていくこと，そして，一見華やかに見える多
国籍企業の宣伝広告の裏を読み取ることで，メディアに対する批判的な思
考を身につけていくことが本節のねらいといえる。
ナイキは１９９８年には年商８０億に達し，スポーツメーカーとして世界
トップに位置づけられるようになった。だが，その後，ナイキやアデ
あなたたちのグループは自治体の都市計画課のスタッフとして新スタジアム建設に関わる諸
問題に対応することになった。アルジナルからの新スタジアム建設許可願いを受け取った上で，
それを様々な角度から検証していく。
許可願いを受理するかどうかあなた自身で決定した後，グループをつくって新スタジアムの
是非についてクラスメイトとさらなる議論をせよ。その際，あなた自身の見解を説明する
とともに，他者の意見にも耳を傾けること。議論の後，グループの中で建設を許可するか
どうかを決定せよ。
もしあなたが建設許可を出すとしたら，アーセナルに対してどのような条件を提示するのか。
特に環境面におけるインパクトを考慮した上で条件を提示せよ。
もしあなたが建設許可を出さないとしたら，アーセナルが再び許可を求めてくる場合に備え，
改善点を示せ。
アーセナルに対する建設の最終決定を示すための文書を作成せよ。
表１１ 新スタジアム建設許可を検討するためのアクティビティー
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ィダスなどの多国籍企業が実のところ，貧困国において劣悪な条件下
で労働者を酷使していることが明らかとなり，世間から大きな批判を
受け，そのことが売り上げに大きな打撃を与えることとなった。しか
も，児童労働者を雇っていることが明らかとなったため，これら企業
は，自社のマイナスイメージに終止符を打つべく，労働者雇用に関わ
る規制を自ら制度化し，実行するに至った。
アメリカの大学のスポーツチームやイギリスのサッカーチームはユ
ニフォームのスポンサーを変更するなどの措置に出たため，ナイキは
自社のイメージ回復のためにウェブサイトに従業員の労働環境が改善
されたことを掲載するようになった。
地理のテキストは社会問題解決のために何をすべきかを語ってくれ
るわけではない。教師も両親も然りである。しかしながら，テキスト
は問題を考えるための判断材料となり，物事を批判的にとらえていく
ためのきっかけを与えてくれる。
それと同様に，ナイキのような多国籍企業は宣伝費に多くの費用を
かけており，広告そのものは私たち消費者の思考や価値観に大きな影
響を与えている。私たちが広告から誰もが思いつかないような点を見
出したいのなら，広告そのものを批判的にとらえければならない。
NGOは私たちに労働者を搾取するような企業がつくった製品を買わ
ないよう説得を試みるはずだ。このことは正しいのか。もしあなたが
確信を持てないのなら，低賃金労働者雇用の是非について書かれた声
明文（省略）を検証した上で考えてほしい。
８．誰が真の意味でのオリンピックチャンピオンなのか？
この節では，下記のレポートを学習者が読んだ上で，表１６のアクティビ
ティーに取り組んでいく。アクティビティーを通してオリンピック公式発
表とは異なるランキングを算出することで，これまで定説とされてきたオ
地理教育における諸課題学習のあり方―イギリスの中等教育用地理テキスト Earthworks Plusを手がかりにして― 135
リンピック参加国のメダル獲得数とその国の人口規模や GNPとの相関関
係が必ずしも成立していないという明らかになった事実を踏まえ，視点を
変えてものを見ることの大切さを学習者自身が気づいていくことがねらい
である。
シューズ売り場の写真（省略）に示された生徒たちの意見を読み，A～Cのどの意見に賛同
するのか，あるいは賛同できないのか。パートナーと議論をせよ。
A．靴製造労働者の１か月分の給与は私たちの新聞配達のバイト代と同じくらいだと思う。
B．靴製造労働者には給与の代わりにピーナツを現物支給されていると聞いている。
C．ロゴ入りの靴を買わないことが低賃金労働に抵抗する一番の効果的な方法である。そう
することで企業は私たちの声に耳を傾けるに違いない。
D．もし私たちが靴を買わないと，貧しい労働者はお金を得る手段を失うことにならないか。
E．ブランド品を購入しないという行為自体難しい。企業もあの手この手で私たちを引き付
ける宣伝をしているから。
意見を集約し，最も賛同できる意見から最も賛同できない意見までランクづけをせよ。ただ
し，Building Blockが終了した時点でこのランキングに変化が生じるかもしれないので，あ
なたがつけたランキングを書き留めておくこと。
表１２ ブランド品に関わる様々な意見を比較・検討するためのアクティビティー 
アメリカ，イギリス，フィリピン，エルサルバドル，メキシコ，ホンジュラス，中国，ニ
カラグア，インドネシア，インド，バングラディシュ各国の繊維産業の１時間あたりの賃
金（ドル建て）が示された表（省略）を見て，あなたが身につけている衣服はどこの国で
製造されたものなのか推測せよ。
ナイキのウェブサイトを開き，次に示す同社に寄せられた消費者からの質問 A～Dに対す
る回答を作成せよ。
A．ナイキは児童労働を利用しているのか？
B．ナイキの工場労働者の賃金はどの程度か？
C．ナイキは億万長者の社長ピル・ナイトとナイキ製品のユーザーであるプロスポーツ選
手が多くの利益をあげている中，労働者には公正さを持って賃金を支払っているのか？
D．ナイキはより安い労働力を求めて生産拠点を次々と移転させているが，このことにつ
いてあなたはどう考えるのか？
ナイキはなぜそのような質問とそれに対する回答をウェブ上に掲載するに至ったのか。
ペアを組み，一人は中国の縫製工場で働く１０代の少女ウィンの過酷な労働条件について記
した記事（省略）とナイキのウェブサイト上に掲載されている消費者からの質問をそれぞ
れ読み，アウトラインを示すとともに，そこから気づいたこと，感じたことをまとめ議論
せよ。
友人とペアになり，ウィンとピルそれぞれの役柄になりきってロールプレイをせよ。また，
ロールプレイの中でウィンがピルに対して行う質問を最低５つ考え，ピルがそれらの質問
に対しどのような回答をするのかを想像してみよ。
表１３ 発展途上国の労働環境と多国籍企業の利潤との関係について
追究するためのアクティビティー
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２００２年のシドニー五輪では，イギリスは金１１，銀１０，銅７と合計２８
個のメダルを獲得し，１９１２年以来の快挙を成し遂げた。あなたはアメ
リカのような経済大国が多くのメダルを獲得していると考えるだろう。
確かにこれらの国々は人口が多いゆえに有望な選手を発掘しやすく，
彼らをトレーニングするための資金にも事欠かない。
人口の多いアメリカ，ロシア，中国は金メダルの獲得数では常に上
位にあり，世界ランキングのベスト３に数えられる。だが，世界ラン
キング２０位のエチオピアはどうだろうか。この国は世界有数の貧困国
の一つで，人口数も我々の国イギリスとさほど変わらない。この国が
世界ランキングの上位に位置づけられるとは誰もが予期しないはずだ。
次に，下記のレポートを読み，表１７のアクティビティーに取り組んでい
く。ここでは，アメリカとキューバを事例に GNPの大小が必ずしも豊か
表１２で行ったアクティビティーにフィードバックしてみよう。
表１２においてあなたは生徒たちの意見にランクづけを行ったが，現在の時点で変化はあった
かそれともなかったか。いずれか答えよ。
あなた自身のランクづけに変化があった場合，その理由について具体的に述べよ。
表１４ ブランド品に関わる様々な意見を比較・検討するためのアクティビティー 
あなたはファッション雑誌に文章を投稿することになった。その内容はこの雑誌を読む若い
人たちにブランド物の服や靴を購買することの意味について反対・賛成の両面から考えてもら
うことである。文章作成の条件は次の通りである。
．およそ５００字を目安にすること。
．若い読者層をひきつけるような文章スタイルにすること。
文章を書く前に，あなた自身がブランド品の製造・流通・販売・消費の背後にある諸事象を
踏まえた上で，どのようなことが議論になっているのかを理解する必要がある。具体的には，
以下の手順で作業を行うこと。
本学習でこれまで取り上げられてきた様々な議論を経済，社会，道徳の三つの観点に分類・
整理する。
それらの観点に位置づけられる各議論を反対・賛成の両方に区分する。
文章の構想にあたって表題，序論，本論，結論の４段階で構成する。
	実際に文章を作成する。
表１５ 雑誌への投稿記事作成のためのアクティビティー
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さを表す指標にならないことを両国の社会構造を比較・検討することで明
らかにしようとしている。また，アクティビティーにおいてオルタナティ
ブという言葉が多用されているが，そのねらいとして，GNP（＝Gross Na-
tional Product：国民総生産）の高低によらない真の意味での豊かさにつ
いて考えるきっかけを学習者に与えていると考えてよい。
GNPはその国で一年間に生産された商品やサービスの総額のこと
を指すとともに，まさしくその国の人口と富を反映したものである。
すなわち，人口が多ければ多いほど，個々の労働者がモノをそれだけ
多く生産することになり，結果的に GNPも高くなる。しかし，気を
つけなければならないこととして，GNPは必ずしも一国の富を図る
指標にはならないということである。国家の GNPが高くても，国民
が貧しい場合もある。あなたはそのことについてどのように考えるの
だろうか。
２０００年のシドニー五輪参加国メダル獲得数ランキングを示した表（省略）を見て，以下の問
いに答えよ。
各々の国が獲得した金銀銅のメダルの数を指定されたポイント数でかけてスコアを算出せ
よ。各メダルのポイント数について，金は３，銀は２，銅は１である。
各々の国の「オルタナティブなスコア」を算出せよ。算出の仕方はであなたが出したス
コアを各々の国の GNPで割ることである。
であなたが算出したスコアをもとにして各国における「オルタナティブなランキング」
を示せ。
であなたが示した「オルタナティブなランキング」とオリンピック公式ランキング（省略）
を比較しながら以下の問いに答えよ。
どちらのランキングの方がその国のスポーツへの業績を測る際の目安になるのか。
「オルタナティブなランキング」の順序についてあなたが意外に思ったことはどのような
ことなのか。
地図帳で表に示されている２０カ国の位置を確認した上で，以下の問いに答えよ。
公式ランキングの上位２０カ国の多くはどこの地域に位置しているのか。また，その地域に
多く集中している理由について述べよ。
上位２０位に入っていない国々の多くはどこの地域に所属していると考えられるのか。
「オルタナティブなランキング」の順位がこれまでの大国優位のパターンを覆すことにつ
いてあなたはどのように感じているのか。
表１６「オルタナティブなランキング」を算出するためのアクティビティー
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一国の富を測る指標として一人当たりの GNPが用いられることが
多い。この数値は国全体の GNPを人口数で割ったものである。一人
当たりの GNPは国によって異なり，その高低で国の経済力の有無を
知ることができる。
キューバはカリブ海で最も大きな島である。過去数百年間スペイン
の植民地であったが，政治的に独立を果たした後もアメリカに経済的
に支配されていた。
１９５９年の社会主義革命の後，この国は健康と教育に大きな予算をか
けるようになった。この国には経済的に豊かな人はほとんどいないが，
極端に貧しい人もほとんどいない。しかしながら，近年の市場開放後，
世界でも重要な観光地の一つになるとともに，社会構造にも変化が生
じてきた。
アメリカは世界で最も富のある国の一つで，世界経済上大きな地位
を占めている。民主的な政府を持ち，自由主義経済体制の下で経済発
展を遂げてきた。しかしながら，富の多くが富裕層や巨大企業に集中
しているゆえに，貧富の差は大きく，その格差も最近はますます広が
っているという。
医療や教育などの公共サービスは完備されておらず，人々は大手企
業の保健医療サービスに加入しているのが現実である。このことは低
所得者層ほど医療サービスを受けることができないことを意味してい
る。また，貧困層の多くは大学教育を受ける経済的余裕もない状況に
ある。
．Earthworks Plusからみたイギリス地理教育における
諸課題学習の特徴
テキストの内容分析の結果，イギリスの地理教育における諸課題学習の
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特徴として以下の特徴を見出すことができる（図１）。
第一に，一つの地理的事象を切り口にしながら，それを他の地理的諸事
象と結び付けていくことによって，地域レベルや国家レベル，地球レベル
の諸課題へと発展していけるよう単元構成上の工夫がなされているという
点である。いうなれば，学習者にとって身近なテーマを彼ら彼女ら自身が
追究していくことで，地理的諸事象が有機的に関連しながらつながってい
ることを実感できるような内容構成になっているといえる。
第二に，諸課題の解決に当たって価値判断，意思決定を伴う探究型の学
アメリカとキューバの国勢データ（省略）より両国のあらゆる面での相違点を踏まえた上で，
以下の点から調査せよ。
．人口 ．面積 ．一人当たり GNP ．平均寿命
．成人識字率 ．乳児死亡率 ．安全な水を飲める人の割合
	．小学校就学率 
．女性の労働力率
キューバがオリンピックにおいてメダル獲得が多い理由
人口と GNPを考慮に入れてランキングし直した場合，アメリカのランクが低くなる理由
表１７ オルタナティブな視点からアメリカとキューバを比較・検討するための
アクティビティー
単元内容構成 主な学習活動（アクティビティー） 学習活動における探究プロセス
サッカー
↓
経済のグローバル化
↓
産業の近代化
↓
ジェンダー
↓
都市の人口規模
↓
企業の海外進出
↓
都市計画
↓
世界の貧困問題
↓
豊かさの意味
写真解読
↓
白地図作業
↓
ロールプレイ
↓
手紙の執筆
↓
相関関係図作成
↓
ダイアグラム作成
↓
ディスカッション
↓
雑誌投稿記事作成
↓
ランキング
図１ イギリスの地理教育における諸課題学習の特徴
（第３単元：「サッカーとファッション」の場合）
問題発見
↓
現状把握
↓
現状分析
↓
原因究明
↓
異なる価値観への共感
↓
異なる意見の調整
↓
解決策の模索
↓
政策提言
↓
社会参加
140
習プロセスが重視されているという点である。テキストには問題の発見か
ら問題解決，政策提言に至る一連の学習プロセスが設定されており，その
ことは地理教育の実用性ないしは社会有用性という観点から鑑みて極めて
有益であるといえる。このことは同時に，「知識習得型の地理教育」から
「知識活用型・探究型の地理教育」への転換，すなわち学習者主体の地理
学習のあり方を考えていくにあたって極めて示唆に富むものといえる。
第三に，言語能力や数理的能力，ICTなどのスキルを向上させていくた
めに数多くの学習活動（アクティビティー）が組み込まれているという点
である。このことは，アクティビティーを通した活発な授業展開と学習者
の多様な能力の育成が可能となることを意味している。それと同時に，近
年盛んに叫ばれている PISA（＝Programme for International Student As-
sessment
１４）
）の掲げるキーコンピテンシー（Key Competency
１５）
）や「言語活
動や探究活動の重視」を掲げる新学習指導要領の趣旨とも合致するのであ
る。
．地理教育における諸課題学習のあり方
―地理 A授業実践プランの提示―
本稿では，イギリスの中等教育用地理テキスト Earthworks Plusの内容
分析を行うことで，この国の諸課題学習の特徴について明らかにしてきた。
本章では，そのことを踏まえ，高校地理教育における諸課題学習のあり方
の一事例として地理 Aでの実践を想定した具体的な授業プランを提示す
ることで本稿の結びとしたい。
表１８に示すのは，生物多様性条約
１６）
における討議テーマの一つであり，か
つ現代的諸課題である地球環境問題の一つとして位置づけられる「熱帯林
開発の是非」をテーマに，高校地理 Aでの実践を想定して開発した授業
プランである。「熱帯林開発の是非」をテーマに設定した理由として以下
の７つの点をあげることができる
１７）
。
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多種多様な動植物の生息地であり，かつ遺伝子の宝庫として，地球上の
３分の２近くの種が生息しているため。
多種多様な動植物が食物連鎖を通じて互いに結びつき，一つの生態系を
形成しているため。
熱帯林に生息する種を起源に医薬品，食料，燃料など人間生活に必要不
可欠な各種資源の供給源となっているため。
大気の大循環システム，酸素の供給源，水源涵養効果といった気候調整
機能としての役割を担っているため。
熱帯林を生活の場としている先住民族独自の文化が形成されており，彼
らの文化から持続可能なライフスタイルのあり方について手がかりを得
ることができるため。
人間の活動によって熱帯林が減少しており，地球温暖化や砂漠化，気候
変動といった地球的課題と密接に結びついているため。
日本が世界有数の木材輸入国であり，私たちの生活が熱帯林破壊によっ
て生じる諸問題と少なからず密接に関わっているため。
授業プランの設定に当たって，問題の発見から主体的な社会参加に至
る価値判断・意思決定を重視した学習プロセス，地理的スキルと言語活
動を軸にした多様な学習メソッドの援用を考慮に入れた。今後はこのプラ
ンに沿って授業を行い，その成果について検証することで，地理教育にお
ける諸課題学習のモデルを構築していきたい。
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１．新学習指導要領との関係
地理 A内容「現代世界の特色と諸課題の地理的考察」ウ「地球的課題の地理的考察」に対応。
２．学習のねらい
アマゾンの熱帯林を事例に生態系システムの一環としての生物多様性の概念とそのメカニズムについて理解する。
アマゾンの熱帯林を事例に生物多様性が人類の生存や地球環境保全に不可欠な要素であることを理解する。
先住民ヤノマミ族を事例に生物多様性が民族文化の多様性形成に大きな役割を果たしていることを理解する。
熱帯林を事例に開発行為がともすると生物多様性を脅かし，地球的及び地域的に様々な問題を引き起こす場合があ
ることを理解する。
アマゾンの熱帯林開発が必要される背景についてブラジル社会の置かれている現状との関わりから理解する。
アマゾンの熱帯林開発を事例に開発問題に関わる様々な立場について理解する。
「環境保全」「文化的多様性」「人々の生活の質向上」を実現させるための概念である持続可能な社会構築の可能性
について探る。
	アマゾンの森の持続的発展のために日本に住む私たち自身が身近なレベルから実行可能な行為について検証する。

学習活動を通じて思考力・判断力・表現力などの言語能力や地図作業・統計分析などの地理的スキルを身につける。
３．学習プラン
学習内容 学習活動 指導上の留意点
１．生物多様性空間と
しての熱帯林
・生態系についてのイメージ画を描く。
・生態系の概念について教科書や資料集で確
認する。
・地域内の生態系を構成する要素としての森
林や植生の働きについて資料をもとに考察
し，発表する。
・熱帯林について生態系の観点から他の気候
帯の植生との違いを踏まえ気づいたことを
発表する。
・熱帯林は多種多様な動植物の食物連鎖を通
じた生物多様性空間として位置付けられる
ことを認識させる。
・熱帯林を事例に生物多様性空間を構成する
諸要素間（動植物・水・土壌・植生等）の
エネルギー等の物質循環を媒介とした生態
系システムの姿を認識させる。
２．熱帯林の分布とそ
の変化
・過去５００年間における世界の熱帯林分布と
その歴史的変化の特徴について地図をもと
に考察し，発表する。
・熱帯林減少の理由について経済，産業，生
活などの諸側面から推測し，発表する。
・熱帯林分布とその歴史的変化の特徴につい
て空間的な視点から把握させる。
・熱帯林分布の歴史的な変遷を踏まえ，それ
が減少した理由について多面的に理解させ
る。
３．熱帯林がもたらす
恩恵
・熱帯林がもたらす恩恵について自然，社会，
経済の３つの観点からグループごとに議論
する。
・議論したことを踏まえ，グループごとに発
表し，クラス内で意見を共有する。
・食料や医薬品，木材など熱帯林が人類の生
活の基盤を支えており，かつ人類の生存に
不可欠なものであることに気づかせる。
４．もしも熱帯林が消
滅したら
・左記のタイトルでグループごとにWeb
Mapを作成する。
・出来上がったWeb Mapから読みとれるこ
とをグループごとに発表し，クラス内で意
見を共有する。
・熱帯林破壊がもたらす影響は複雑多岐であ
り，かつ地球規模に及ぶことに気づかせる。
５．アマゾンの熱帯林
に住むヤノマミ族
の生活形態
・NHK「地球データマップ・失われゆく言
葉」（教育 TVにて２００８年放映）を視聴す
る。
・ビデオ内容を踏まえ，ヤノマミ族の生活形
態の特徴や彼らの価値観，熱帯林開発によ
る生活の変化の様子等についてワークシー
トにまとめる。
・ビデオ内容を通じて気づいたこと，感じた
ことをワークシートにまとめ，発表する。
・ヤノマミ族の生活形態が生物多様性を基盤
に成立していることに気づかせる。
・アマゾンの自然環境と一体化しているヤノ
マミ族の生活形態は持続可能なライススタ
イルであることに気づかせる。
・開発に直面し，居住地を追われ，伝統文化
の消滅の危機にあるヤノマミ族の心情に共
感させる。
６．ブラジル社会の現
状
・教科書や資料集を参考にブラジル社会の現
状を示す言葉をグループごとにブレーンス
トーミングする。
・グループごとに出てきた言葉を自然，社会，
経済の３つのグループに分類する。
・グループごとに３つの分類区分からブラジ
ル社会の抱えている諸課題について一つだ
け見出し，議論のテーマとして取り上げる。
・諸課題を解決するための策についてグルー
プごとに話し合い，結論を出す。
・グループごとに出した結論を発表し，クラ
ス内で共有する。
・ブラジル社会の現状や抱えている諸課題に
ついて多面的に理解させる。
・ブラジル社会が抱えている諸課題について
経済・社会構造，国際関係との関わりから
理解させる。
・ブラジル国内において開発が必要とされる
理由についてこの国の抱えている諸課題と
の関わりから理解させる。
・ブラジル社会で生じている諸課題の解決策
を考えるにあたって，総合的見地に立脚す
る必要があることに気づかせる。
表１８ 地理A 授業実践プラン「アマゾンの熱帯林開発の是非と持続可能な
森づくり」
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７．アマゾンの森を開
発するべきか？保
護するべきか？
・ブラジル国内における諸課題の一つである
地域間格差解消と貧困層の所得向上・雇用
拡大を目指したプロジェクト「アマゾンの
森開発計画」のシナリオを熟読する。
・各グループから１名ずつ代表者を選出し，
以下の役割になって開発計画の是非につい
てディスカッションを行う。
賛成派：ブラジル大統領 製薬会社社長，
都市のスラム居住者
反対派：自然保護団体リーダー，ヤノマミ
族酋長，自然科学者
・ロールプレイを踏まえ，開発の是非とその
根拠について自分自身の意見をワークシー
トに記入し，発表する。
・アマゾン川流域開発計画の概要について理
解をさせる。
・開発をめぐり様々な立場が存在することを
理解させる。
・開発をめぐる様々な立場の違いについて理
解させる。
・立場の違いとともに，人類をはじめとする
すべての動植物種の生存に関わる問題ゆえ
に解決の難しさに気づかせる。
・立場の違いを踏まえつつ，開発計画に対す
る自分自身の見解を客観的かつ論理的に表
現させる。
８．持続可能なアマゾ
ンの森づくりへ向
けて
・持続可能性という言葉から連想するキーワ
ードをあげる。
・出てきたキーワードをもとに持続可能性と
いう言葉の定義をクラス内で共有する。
・持続可能なアマゾンの森づくりへ向けての
計画をグループごとに立案し，模造紙にま
とめる。
・模造紙にまとめたことをグループごとに発
表し，クラス内で共有する。
・持続可能性という言葉の意味を多面的に理
解させる。
・「多様性」「相互依存」「生活の質」などの
キーワードをもとに持続可能な地域づくり
へ向けての手がかりを得させる。
・持続可能な地域づくりへ向けて様々な立場
の違いを乗り越え，大局的見地に立ち，か
つ未来志向的な考えを持つことが必要であ
ることに気づかせる。
９．日本の私たちにで
きること
・世界の熱帯林の輸出国と輸入国について統
計資料をもとに調べ，分布図を作成する。
・作成した地図から何が読めるのかを考える。
・日本が世界有数の熱帯林輸入国であること
をデータから確認し，熱帯林がどのような
形で用いられているのかを調べる。
・日本の市民として，アマゾンの森の持続的
発展のために何ができるのか，グループご
とに A～Iの９つのプロジェクトの優先順
位をつけるためにダイヤモンドランキング
を行う。
A．広報活動の促進
B．NGOへの参加
C．環境破壊を助長する製品のボイコット
D．フェアトレードの推進
E．先住民文化の理解
F．日本の里山保全
G．日本産の木材利用
H．資金援助 I ．資源の節約
・グループごとにランキングの結果を発表し，
クラス内で共有する。
・９つのプロジェクトから日本社会の抱える
諸課題についてクラス全体で見出し，共有
する。
・持続可能な発展のために自分自身にできる
ことを各自レポートにまとめ，提出する。
・世界の熱帯林の輸出国と輸入国の特徴につ
いて理解させる。
・日本が世界有数の熱帯林輸入量を維持して
いる理由についてこの国の大量生産・消費
システムとのかかわりから理解させる。
・熱帯林の保全へ向けて様々な方法が存在す
ることを理解させる。
・熱帯林保全のための各々のプロジェクトに
は長所と短所の両面があることを理解させ
る。
・グローバルな課題（アマゾンの熱帯林破壊
など）はローカルな課題（日本社会のエネ
ルギー資源の消費，日本の林業の衰退，日
本の農村部における里山保全など）と連動
していることを理解させる。
・地球的課題を自分自身の生活とのかかわり
から考えること，その解決のために足元の
身近な地域の問題へ取り組むことが重要で
あることを理解させる。
４．評価の観点
アマゾンの熱帯林を事例に生態系システムの一環としての生物多様性の概念とそのメカニズムについて理解できた
か。
アマゾンの熱帯林を事例に生物多様性が人類の生存や地球環境保全に不可欠な要素であることを理解できたか。
先住民ヤノマミ族を事例に生物多様性が民族文化の多様性形成に大きな役割を果たしていることを理解できたか。
開発行為がともすると生物多様性を脅かし，地球的及び地域的に様々な問題を引き起こす場合があることを理解で
きたか。
アマゾンの熱帯林開発が必要される背景についてブラジル社会の置かれている現状との関わりから理解できたか。
アマゾンの熱帯林開発を事例に開発問題に関わる様々な立場について理解できたか。
「環境保全」「文化的多様性」「人々の生活の質向上」を実現させるための概念である持続可能な社会構築の可能性
について探ることができたか。
	アマゾンの森の持続的発展のために日本に住む私たち自身が身近なレベルから実行可能な行為について検証するこ
とができたか。

学習活動を通じて思考力・判断力・表現力などの言語能力や地図作業・統計分析などの地理的スキルを身につける
ことができたか。
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［付記］
本稿は，２０１０年度日本地理学会秋季学術大会公開シンポジウム「生物多様性と実践
的環境地理教育」（於 名古屋大学）及び２０１０年度日本社会科教育学会第６０回全国大会
（於 筑波大学）にて口頭発表した内容に加筆・修正を施したものである。両学会にお
ける筆者の発表に際し，三重大学人文学部の朴恵叔教授，筑波大学大学院人間総合科
学研究科の井田仁康教授，千葉大学教育学部の竹内裕一教授，玉川大学教育学部の寺
本潔教授，三重大学教育学部の永田成文准教授，東京学芸大学附属竹早中学校の荒井
正剛教諭，平塚市立金旭中学校の大谷誠一教諭からは貴重なご意見を賜った。また，
本稿の執筆に当たって，専修大学文学部の福島義和教授よりご指導賜った。以上の方々
にこの場を借りて厚く御礼申し上げます。
［注］
１）地理教育の社会的有用性，あるいはそれに関連する事項については，日本地理学
会や日本地理教育学会，全国地理教育学会などの大会におけるシンポジウムのテー
マとしてしばしば取り上げられている。
２）地理教育のねらいについては，泉（２００９a）を参照のこと。
３）詳細については，泉（２００５，２００８）を参照されたい。
４）高校新学習指導要領地理の特徴については，井田（２００９）が総論を，泉（２００９b），
小林（２００９）がそれぞれ地理 A，地理 Bを事例に詳細に論じている。
５）ESDについては，泉（２００９c）を参照のこと。なお，高校新学習指導要領地理と ESD
との関係については，和田（２０１０）が詳細に論じている。
６）高校教育の目的について，学校教育法第５１条では，「義務教育として行われる普
通教育の成果を更に発展拡充させて，豊かな人間性，創造性及び健やかな身体を養
い，国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと。社会において果たさな
ければならない使命の自覚に基づき，個性に応じて将来の進路を決定させ，一般的
な教養を高め，専門的な知識，技術及び技能を習得させること。個性の確立に努
めるとともに，社会について，広く深い理解と健全な批判力を養い，社会の発展に
寄与する態度を養うこと。」と規定されている。ここから高校教育は，市民としての
社会参加を視野に入れた幅広い学力の育成を目的としていることが理解される。大
学側もこのような高校教育のねらいを踏まえ，知識暗記に傾斜した入学者選抜試験
の抜本的な改善へ向けて本格的に議論をしていく必要がある。近年，推薦や AO（ア
ドミッションズオフィス）による選抜入試が増加傾向にある。筆者は，こうした入
試制度を大学側が上手く活用することで，受験生の多面的な能力が診断でき，その
結果，様々な特性を持った学生が大学へ入学し，その活性化に寄与することが期待
できると考えている。
７）古今書院発行の『地理』誌上では，２０１０年４月号より「都立高校で日本史必修化
へ―高校地理はどうなる―」と題した記事が毎号連載で組まれている。そこでは日
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本史必修化が高校地理教育に及ぼす影響について，関係者によって書かれた論考が
紹介されている。
８）地球的諸課題は，過去の歴史的経緯との関わりから存在しているのであって，そ
の解決に当たっては世界史的な観点から諸課題の生じた背景・要因について考察し
ていかなければならない。また，過去の歴史的事実は何らかの地理的経緯があって
発生したものであり，その解明に当たっては複数の地理的諸条件を加味する必要が
ある。それゆえ，地理と歴史は世界認識形成に不可欠な車の両輪ともいえ，両者の
視点が備わってこそバランスのとれた世界観が確立するといえる。
９）寺尾（２００８）は，日本史教員の立場から歴史と地理が密接な関係にあること，両
者が連携することで公民的資質の育成が可能であることを主張している。また，そ
の主張をもとに，歴史の時間軸と地理の空間軸をそれぞれ縦軸・横軸とみなし，両
座標軸の原点に公民が位置づけられるという「十字架論」を提唱している。
１０）イギリスの初等・中等教育は，１・２学年（５～７歳）に該当する KS1，３～６
学年（７～１１歳）に該当する KS2，７～９学年（１１～１４歳）に該当する KS3，１０・
１１学年（１４～１６歳）に該当する KS4の４段階に区分される。なお，日本でいえば中
学校段階に該当する KS3のテキストを分析対象とすることは，高校段階での諸課題
学習のあり方を提起しようとする本稿の目的と一見矛盾する。だが，筆者がテキス
トを分析する限りにおいて，イギリスの地理教育のレベルは日本のそれと比較して
概して高いと感じており，それゆえに KS3段階のテキストは日本の高校段階におい
ても十分に適用できるものと考える。
１１）動態地誌について，２００９年版学習指導要領によると，「取り上げた地域の特色ある
事象と他の事象とを有機的に関連付けて考察する地誌」と定義されている。
１２）イギリスの地誌学習が課題指向性の強い学習内容で構成されていることは荒井
（２００５，２００６）や志村（２０１０）のこれまでの研究からも明らかである。
１３）地球市民について，イギリスのグローバル教育の第一人者であるオードリー・オ
スラー（２００４）は，「ローカル，リージョナル，ナショナル，グローバルの各スケー
ルにおいて生起している諸課題それぞれに明確なつながりを見出すことのできる主
体性を持った人間」と定義している。
１４）PISAについて，OECD（＝Organization for Economic Co-operation and Develop-
ment：経済協力開発機構）加盟国の義務教育終了段階の１５歳の生徒を対象に，読解
力，数学的リテラシー，科学的リテラシー，問題解決能力を調査するものである。
学力の国際比較によって教育方法の改善と標準化を目的としている。
１５）キーコンピテンシーについて，中央教育審議会答申（２００８年１月１７日）によれば，
「知識基盤社会」の時代を担う子どもたちに必要な能力のことをいい，「単なる知識
や技能だけでなく，技能や態度を含む様々な心理的・社会的なリソースを活用して，
特定の文脈の中で複雑な課題に対応することができる力」と定義づけられる。具体
的には，社会・文化的，技術的ツールを相互作用的に活用する力，多様な社会
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グループにおける人間関係形成能力，自律的に行動する能力の３つのカテゴリー
で構成されている。
１６）「生物多様性の保全」「生物多様性の構成要素の持続可能な利用」「遺伝資源の利用
から生ずる利益の公平な配分」の３点が１９９２年のリオデジャネイロで開催の地球サ
ミットで議論され，生物多様性条約が調印されるに至った。この条約は名古屋で会
議が開催された２０１０年１０月１８日現在で１９３の国と地域が締結している。生物多様性が
重視される理由として，それが全ての生物が存立する基盤となっているとともに，
人間の生活を成立させ，豊かな文化を育む土台となっていることによる。言うなれ
ば，環境の悪化によって生物多様性の維持が困難になれば，全ての動植物の生活基
盤が破壊され，最終的には私たち自身の生存が危うくなってしまうのである。この
ことに関連して，地理教育は人間の生活舞台を学習対象としている。ゆえに，人間
生活の土台となる生物多様性は地理教育で扱うことが可能なテーマとなり得るので
ある（泉：２０１０）。
１７）熱帯林に関する具体的な知識ついては，西沢（２００５）及び国際熱帯木材機関のホ
ームページ（http : //www.itto.int/ja/itta/）を参考にした。
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